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２０１５年度 合同入社式 開催！！

2015.4   Vol.214

日時：４月１日（水） １０：００〜１６：００　会場：長崎インターナショナルホテル

　長崎県中小企業家同友会初となる合同入社式を２９
名の溌剌とした新入社員と同伴の会員企業の関係者、オ
ブザーバー参加会員を含め約６０名で開催致しました。
　最初に松尾代表理事より、同友会の役割そして今後
新入社員に期待するはなむけの言葉をいただきまし
た。新入社員のみなさんの、緊張した趣で真剣に耳を
傾ける姿が印象的でした。
　その後、お一人お一人お名前を読み上げ、その場で
の起立と、参加者全員より拍手で歓迎され、場の雰囲
気も和やかになったように思いました。
　記念講演は、長崎県中小企業家同友会大村支部アド
バイザー（株）富建　代表取締役社長　富永さんより

「社会人とは」というテーマでお話しいただきました。
創業１０５年の歴史から始まり、ご自身の４０年前に

経験された社会人一年生当時を振り返ったお話は、新
入社員と同じ目線で立たれた内容で親近感を得られた
のではないかと思います。そして、社会人としての心
構え、金銭の貸し借りの注意点、開運１０ヶ条の内容
など、実にいろんな視点からのお話は、二週間前まで
学生生活を送っていた新入社員にとって新鮮でかつ身
が引き締まる内容ではなかったかと思います。
　講演終了後、各グループに分かれ、同友会の特徴で
もあるグループディスカッションで学びを深め、更に
各グループ代表より発表を行い、学びの共有が出来た
ことは、大変良かったと思います。やはりインプット
の後アウトプットすることが学びを深める一つの手段
だと改めて感じました。
　第二部においては、「新入社員が身につけたいコミュ
ニケーション」と題して、長崎支部出島地区会　西山

「私たち中小企業家が長崎を牽引していく！」
〜地域と共に生きる長崎同友会　会勢 600 名を達成しよう！〜
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３月とフォローアップ研修を企画し、新入社員の成長
ぶりを見届けていく予定です。
　これまで、準備を重ねて下さった、各支部の共育委
員会の皆様、事務局の皆さん、そして松尾代表理事は
じめ、富永さん、西山さん、ご参加いただきました会
員の皆様、誠にありがとうございました。これを機に
地域に根差した同友会活動を推進して参ります。

（文責　共育委員長　土井　幸喜）

さんよりコミュニケーションゲームを交えて講義をい
ただきました。社会人としての基本的なコミュニケー
ションは元より、枠を超えて自分の力を発揮する大切
さを学ばれたのではないかと思います。まさに「常識
で考えるのではなく、常識を考える」という言葉にふ
さわしい気づきを与える内容だったと思います。
　最後に、入社ならびに社会人宣言を、お一人ずつ登
壇し発表していただきました。「地域のお役に立つ社
員になる」「思いやりを持って接していきたい」「自立
した人間になる」「社長を超える人間に成長する」と
いった頼もしい宣言が次から次へと発表され、オブ
ザーバーで参加された社長の皆様は、目を細めておら
れました。
　富永さんの講演語録ではありませんが、「今日まで
はリハーサル、明日からが本番」という言葉通り、今
日からそして明日からへの希望を胸に、一日でも早く
成長し、会社をひいては社会に貢献できる人財へと成
長していただきたいとエールを送りました。
　今後は、合同入社式が終わりではなく、長崎県中小
企業家同友会共育委員会として、７月、１１月、翌年

崎陽軒の野並社長の記念講演でした。崎陽軒のシウマ
イが名産品のなかった横浜の名物となり愛され続けて
きた歴史から始まり、長い会社経営の中で得た成功や
失敗による教訓等を元に作成された経営理念、そして
その経営理念とともに次の１００年を目指していくと

大村支部　橋口　仁一

　明治維新から１９９０年代にかけて、ナショナル循
環とローカル循環によって大きな発展を遂げていた日
本経済が、今日のアベノミクスによってグローバル循
環型経済へ転換していこうという大きな転機に立たさ
れています。我々中小企業にとっては大打撃となりう
るこの転換期において、今一度イタリアやフランスを
例とした衣食住が地域の中で完結できるナショナル循
環型経済やローカル循環型経済に再び目を向けていく
べきとの話がありました。
　日本の企業数の９９％以上を占め、日本の経済発展
を支えてきた中小企業は、この構造転換の中でも地域
に根差して果たさなければならない役割は非常に大き
なものであると感じました。今後も同友会の存在意義
と目的に照らし合わせながら、活私創社型の会社づく
りと地域経済の持続的な発展に貢献するために一個人
の小さな力でも努力していこうと思います。
　２日目の全体会は、「横浜シウマイ」で有名な（株）

中同協 第４５回 中小企業問題全国研究集会 i n 神奈川 （３月５・６日） 参加報告

転機に立つ日本経済と
中小企業の新たな役割を探る
同友会の存在意義は何か

吉田　敬一　氏駒澤大学経済学部　教授
中同協・企業環境研究センター　座長

第１分科会
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しゃるのだと思いました。
　普段お会いすることのできない全国の会員の皆さん
と交流できたことや、一緒に参加された長崎同友会の
会員の皆さんとの交流を更に深めることができ、非常
に有意義な２日間となりました。

いう野並社長の経営者としての姿勢に強く共感しまし
た。また、経営理念の中に盛り込まれた、ナショナル
ブランドではなく、真に優れた「ローカルブランド」
をめざしていくという言葉にも中小企業として地域に
根差した会社経営の価値や意味を強く持っていらっ

　そうして開発したオリジナル商品が上記のポストフ
レックスですが、オリジナル商品を持つことで「全国
展開できる・良い商品を持つことで売りたくなる・ど
んな会社か分かりやすくなる・価格決定権を持てる」

「財務内容が健全経営に変わる」「やるべきことがはっ
きりする」といった風に会社が変わっていったと語ら
れました。また、オリジナル商品の開発にあたっては、
異業種ではなく隣の事業を狙う・売る時のことを考え
て商品開発する・撤退期限を決めるといったことが大
切であり、特に中小企業は PR が弱いので HP・SNS
の活用や賞を取ることでイメージアップを狙うことの
必要性も訴えられました。
　ただしオリジナル商品を作ることは容易ではありま
せん。しかし「オリジナル商品ができなくても、仕組
みづくりはできます。社長の仕事は外から情報を得て、
それを社内に持ち込むこと」と森氏は語りました。例
えば例会で自社でもできそうなことを聞いたらすぐに
実践するそうです。
　「行動力は誰でも持てる力である。」と最後におっ
しゃったことが、非常に印象的で学ぶだけでなく実践
することの大切さを改めて感じることができた分科会
でした。

同友会事務局　田口　友廣

　報告者は神奈川で道路保安用品の販売及びリース等
を行っている森 健太郎氏です。新しい商材を探すた
め渡米した森氏は、そこで出会った「ポストフレック
ス」を持ち帰り日本仕様に加工し、販売したところ次々
に官公庁に採用されました。またフジテレビ系列の番
組で紹介され、注目を集めることとなります。
　会社を買い取った当初は、社員も社長も挑戦意欲が
なく、風通しが悪かったそうです。そういった状況を
脱却するために、「社長でなきゃ答えられないの撲滅」
や「社員にルールを決めて仕事を任せる」「社長が現
場に出るの辞める」といった仕組みづくりを始めます。
しかしその一方で製品開発を始めるもののお金もアイ
ディアもなく、海外視察に活路を求めオリジナル商品
を生み出そうと考えました。

オリジナル商品で活路を見出す！

社員を主役にした付加価値の高い企業づくりの実践

森　健太郎　氏保安道路企画（株）　代表取締役
神奈川同友会　産学交流委員

第４分科会
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います。最後に、「すぐ近くにダイアモンドがある」と。
誰にも身近にチャンスがある。小さい会社だから、出
来ることから、自分の強みから、そしてお客様に認め
てもらえるような努力が必要と話されました。
　今村氏は会社員から好きなことを始めたくて、花屋
とカフェで修業後開業。社員と一緒に頑張ったが、失
敗ばかり。同友会に入り、「経営」について教えても
らった。特に戦略については、他社との差別化を目指
し、「ギフト向け専門花屋」で廃棄を抑え、「子連れカ
フェ」で地元密着の若い子育て主婦の情報交流の場を
提案した。その後、男性専門に記念日を事前に通知し
てくれる「フラワーギフト【もて花】」を開始、人々
の交流の場を創造し続けておられます。
　お二人の話をお聞きし、改めて思ったことは、「女
性ならではの発想と気配り」が活躍の場を創造してい
ること。また「スモールビジネスだからできる顧客と
の付き合い方」が成功の要因になれると確信しました。
　グループ討議は「お客様の心を掴むには」というテー
マでした。まとめると、①人を大切にしている ②理
念のもと社員教育を ③地域の期待に応えること ④お
客様の期待を超える驚き・感動を ⑤プレミアム感を、
になりました。
　この分科会は、神奈川同友会が「こだわった分科会」
であり、初めて「女性でも活躍できるスモールビジネ
ス」にスポットを当てたようです。運営のほとんどが
女性の会員で熱い思いがほとばしっていました。
　全研の素晴らしさを実感できた二日間でした。

大村支部　宇土　敏郎

　重野氏は学生時代より料理研究家を目指し、フリー
の料理家として活躍しておられましたが、突然の病（大
腸がん）を患い、全ての活動を休止。患者になって「自
分の好きなもの」を食べたくても食べられるものがな
いことに気付き、「体にやさしいナチュラルスィーツ」
を開発され、自宅で「焼き菓子のアトリエ Café Rico」
を開店、その後看板商品「おからパーフェクトマフィ
ン」を誕生させています。その後もう一店 OPEN させ、
ネットショップも好評です。
　普通の女性が、自分のために考えた体に良い菓子を
作り、コツコツ活動したが売れず苦労をされました。
自分の思いが強く、お客様のことを考えていないこと
に気付き、「お客様の声を聴く」「スタッフの声を聴く」

「先輩経営者の声を聴く」から始め、とにかく「思い
を伝え、知ってもらう」に心掛けられ、メディアとも
仲良くされ、徐々に認知され始め、業績が改善されて
ます。でも甘えることなく、週替わりでメニューを変
えることにより、お客様に飽きられない工夫を行って

でしたが、似たような業種で、規模が大体１０分の１
である弊社との比較ができ、自分のぬるま湯ぶりを痛
感しました。
　さて、お楽しみのグループディスカッションの中で
社員面談の話題が出たので、「社員面談の内容」を教
えてほしいと要望しました。実は、社内の風通しが悪
くなったと感じ社員面談を始めていたのですが、何か
おざなりで上手くいってないように感じていたので
す。皆さんの回答は、「特に難しく考えず、日常会話
をする中で、自分の伝えたい事を伝えているだけ」と
あっけない回答でした。但し一人に２時間以上かける
とのこと、私は１時間と持てないというのに…
　社員面談についてあらゆるアドバイスをいただきま
したが、途中で腑に落ちる質問が私に投げられました。

「生野君社員のこと好き ?」
？？？
そういえば形にばかりとらわれて社員と真正面から向
き合っていなかったのではないか !! これは大変なこと
だ !! 単純なことを忘れていました。間に合うかどうか
わかりませんが、早速動かねば !!
と強く感じさせていただいた全研でした。

大村支部　生野　信一郎

　社内の人間関係… 少人数の会社なのに、社員同士
のいざこざや言いたい事があるのに発言できていない
風通しの悪さ、組織を変えることで改善させているつ
もりが改悪ではなかったかとの不安、人材関係の悩み
を頭にいっぱい抱えながらの参加でした。
　木村氏の報告は、引き継いだ当時喧嘩で鼻血を流し
ている職員を見ることは日常茶飯事、会計も仕事をた
くさんすれば利益は上がるだろうというドンブリ勘定
的な営業だった会社を、経営指針の導入等により社内
風土の改善、減収増益への変革をわずか３年程度で成
し遂げたという内容でした。
　急激な変革をする上でのごたごたや負けない意志の
強さ、そのパワーの源まで感じられなかったのは残念

顧客満足を高める店づくり・商品づくり

普通の女性が普通の商品を扱っているのに、なぜ人の心を掴むのか

今村  奈美子　氏（有）ラ・フルール　代表取締役
神奈川同友会　横浜支部幹事

第７分科会

重野  佐和子　氏（株）エスプランニングス　代表取締役

育成出来ない会社に未来はない！！

共に育ち、共に活き、共に発展の実践

木村　晃一　氏（株）木村工業　代表取締役
東京同友会　経営労働委員長

第９分科会
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共に育つ仕組みを構築されました。多くのことに反対
されながらも、自らが変わることの必要性を知り、行
動評価制度を作り上げ、それが最終的には売り上げに
繋がることを確信されたようです。
　また社員との個人面談を実施され会社の理念を十分
に社員へ伝え、一人じゃなく社員と共に育つこと、社
員はパートナーであること、社内研修制度の仕組みを
作り上げ、教え方も先輩が後輩に教えてもらい、先輩
は技術を後輩へ伝えて行くという流れをつくられ、よ
り早く技術を覚え現場において実践されており、その
流れは大変素晴らしく驚かされました。
　今回の分科会において経営理念・指針の重要性を改
めて知り、社員一人一人の満足、社員一人一人が幸せ
になる、人間力を高める、そして社員がどこへ行って
も自立し社会の為、そして地域に貢献できる人材と
して育成することがとても大事だと改めて認識しま
した。

大村支部　大塚　真一

　今回私が第９分科会を選んだ理由は、創業からの生
い立ちそして、先代の社長が親分肌で子供と父親のよ
うに社員を大事に家族のような会社を運営してきてい
ることがとても、自社の創業時とよく似ていて、今ま
でどのような悩みを持ち、ここまで経営され人材教育
に取り組んでこられたのか、そして組織になってから
どのように運営されてきたのか、とても興味があった
からです。１７０名を越す参加者であふれ今迄にない
活気に溢れた報告会場となりました。
　木村社長は２５歳で入社、当時は８割が出稼ぎ労働
者で、社員が定着していない状況、また事故災害も多
かったようです。その様な中先代の社長の求引力の凄
さに圧倒されながら２００７年に社長交代をされまし
た。創業者のようになろうと背中を追いかけ努力しな
がら、同友会において経営理念と個人目標を作成され、

い、包容力を持って時流に沿った経営を心がけている
そうです。
　その他にも、自分の使命をしっかりやる。身の丈に
あった成長（調子に乗るな、自分の器）。会社に規律の
文化を浸透させよう（特に社長は自分を律する事）と話
されました。
　１００年企業で年商２００億以上、社員数５００数
名の会社の野並社長の謙虚で温厚で紳士的な姿勢に大
変感銘を受けました。
　今度の全国大会には大村支部から１４名の参加があ
り、皆で横浜での楽しい思い出も作れ学びと親睦の両
面で大変有意義な時間となりました。参加させていた
だき有難う御座いました。

大村支部　金井　政春

　「未来を創造する企業づくりへの挑戦！」　“環境変
化に対応できる地域、組織、仕事をつくろう”のテー
マに刺激され参加を決意しました。
　父親である先代社長は人情家で牽引力が強く超ワン
マン経営者だったそうです。何事においてもどんぶり
経営で事故、怪我が絶えない会社でした。３５歳で社
長就任と同時に同友会に入会され経営理念を作成し社
内で発表されますが、社員さんに受入れて貰えなかっ
たそうです。
　同友会の会員さんに相談し朝礼と個人面談を実施、
会社の経営理念と社員の個人目標について面談する中
で、経営理念を通じて共に育つ社風づくりに努められ
ました。社風作りのコツは　しつこく、しつこく、粘
り強くです、と話されました。企業の継続発展が社員
の幸せ、地域の幸せに繋がる事を共有できる社風づく
りに取組みたいと思いました。又、女性が働きやすい
会社、障害者を雇用出来る会社、外国人労働者を雇用
できる会社になる様に社内の環境整備について考える
必要性を感じました。
　「経営者としての覚悟を決めて社員にまかせる、社
員の自立を促す事が社員教育です」と木村社長は締め
られました。
　２日目の記念講演は（株）崎陽軒 代表取締役社長 野
並 直文氏でした。創業１０７年目を向かえる３代目
社長の記念講演に最初は、会社の規模、歴史、業種す
べてが違い過ぎて私の参考に成るべき所は無いと思っ
ていました。しかし、会社の規模は違っても経営に対
する姿勢の基本は同じ様に思えました。創業者の並々
ならぬ努力、心意気を十分理解された上に、変えるべ
きものを変える勇気、変えては成らないものを変えな
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６グループに分かれてのディスカッション。条例制定
がゴールになってしまって具体的な政策がなかなか出
てこないといった地域が多くある中、同友会が戦略的
に活動を主導している地域もあり、意見が尽きること
なく話が大変盛り上がり、私のグループでは次の３点
の学びを発表しました。
　まず、条例は『地域の経営指針』でありスタートで
あること、次に、調査と振興施策には同友会活動の成
功事例を反映するなど地域の教育的役割を果たしてい
くことを、そして、振興会議では委員相互の信頼関
係を築き、成功事例を基に地域全体の付加価値をバ
リューチェーンして元気な企業を増やしていくことで
地域を元気にしていこうと学び合いました。
　地域全体で中小企業支援を行って（地域が変わり）、
環境変化を認識し積極的に乗り越えられるように自ら
変革し（中小企業が変わり）、そして地域と企業と創造
を中心に中小企業振興への考え方を変えていけるよ
う、地域の未来を創造する企業づくりに挑戦する「覚
悟」を決めることへの気付きのあった全国研究集会で
した。

大村支部　得田　稔

　全国から集まった同友会メンバー約４０名の方々と
意見交換してきました。
　はじめに、慶応義塾大学経済学部の教授で中同協の
企業環境研究センターの副座長を務める植田さんが登
壇。そこでは、中小企業振興基本条例は基本的な考え
方を提示している『理念条例』であり、具体的な政策
の内容を示すものではないこと、そして何もやらな
かったら何も進まないが、逆にいくらでも決めること
ができるので、「自立」と「自律」と「連携」をキーワー
ドに、この条例のめざすものの良いところを活かして
いくことに意義があると報告がありました。
　続いて、「条例と調査および振興会議の３点セット
で地域を元気にする方法を考えましょう」のテーマで

表理事として活躍しておられます。
　記念講演は「伝統と革新、１００年企業の教訓」と
いうテーマで（株）崎陽軒、横浜シウマイで有名な三代
目社長の講演が有りました。老舗で有りながらその時
その時の時代を見据えながら時代を乗り越えられてブ
ランド確立し優良企業に成っているのだと感じまし
た。これも経営指針を作成し確実に実行されて社員さ
んを大事にしている会社だと感じました。
　今回、大村支部から１４名、他支部からは残念なが
ら１名しか参加が有りませんでした。全国大会に参加
すれば色んな経営者の方とお会い出来て、また違った
刺激を受け経営に対しての考え方を見直す機会に成る
と私は思いました。
　今回参加して思ったのは経営指針を成文化し確実に
実行し、社員をもっと大事にしないと良い会社、良い
経営者、良い経営環境には成らないのだと実感しまし
た。１４名一緒に参加して本音で語り合いさらに支部
の絆が強く成ったと感じました。

大村支部　徳田　信義

　酒匂氏は大手鉄鋼メーカーに２６年間勤務され、
１５年前にお父さんが創業されている鋼材加工会社に
入社。現在では神奈川県下４工場、本社、営業所の６
か所の拠点を擁し、普通鋼からステンレス、アルミに
至るまでの材料を扱い、一貫加工センターとしての機
能を展開されており、見学は久里浜工場で、酒匂氏か
ら前職の経験を生かした自社の様々な改善活動やあら
ゆる加工に対応出来る技術と設備を生かした経営戦略
の報告をしていただきました。
　入社して大企業と中小企業のギャップを実感し良い
面と劣る面を細かく分析し、改革を実行された内容で
した。実行する過程で同友会に入会し経営理念を作成
し明文化されたり、企業変革プログラムを活用された
り、社員や労働組合と良く話し合い会社への要望を聞
いたり、社員教育制度を改善しながらリーマンショッ
クの時危機を迎え、生き残りをかけて社員と共に乗り
越えられたそうです。
　私の感想ですが、酒匂氏は同友会での学びを会社に
持ち帰り忠実に実行され現在の優良企業に成っている
のではないかと思いました。現在は神奈川同友会の代

地方の産業活性は
中小企業振興基本条例の枠組みで

中小企業振興基本条例運動の現状確認と今後の課題

植田　浩史　氏慶応義塾大学経済学部　教授
中同協・企業環境研究センター　副座長

第１４分科会

進化し続ける企業をめざす
鋼材加工メーカーの挑戦！
問題解決を社員とともに

酒匂　雅隆　氏京浜産業（株）　代表取締役副会長
神奈川同友会　代表理事

第１６分科会
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いるそうです。そのキーマンとは他の誰でもなく自分
自身であるということでした。自分自身が考えや思い
に否定的であるとその思いを伝えようとはしないで
しょう。自分が“イエス”になることでその思いを伝
えようとして伝わりやすくなるとおっしゃられていま
した。
　グループディスカッションでは「あなたの明日から
のベビーステップは？」というテーマで活発な意見が
飛び交いました。ベビーステップとは赤ちゃんがハイ
ハイするように最初に出来る簡単な行動を言うそうで
す。意見としては「社員の悩みなどを聞きたい」「お
客様のニーズを早速考えたい」「自分の仕事を愛した
い」等がでました。報告の感想としては「体験型研修
のようで新鮮であった」「海外まで勉強に行く松本さ
んの姿勢に脱帽」等でした。
　本年度最後の例会は明日への大いなる活力となる素
晴らしい例会となりました。松本さんありがとうござ
いました。

（文責　平野　圭司）　３月の例会は（株）マツモトの松本 一孝さんにワー
クショップを取り入れた形式で行っていただきまし
た。経営理念にお客様を“ワクワクさせる”ことを掲
げている松本さん。例会の雰囲気も“ワクワク”した
ものとなりました。
　松本さんは中小企業に必要なことはいい人材に育て
ることだと言います。自立型人材（自分で考えて行動
する人材）を育てるため必要なことの一つは“伝達力”
だそうです。伝達力とは伝わる力。いかにして社員の
行動を変容させられるか。それは社員がどのようなタ
イプかを見極めニーズを探し出し、タイプ別に接する
ことが重要とおっしゃっていました。そこで報告の中
で二人一組になり、本を販売するという形式で相手が
望んでいるものを引き出すトレーニングを行ないまし
た。そこで学んだのは思いを伝えるためには、ただ
自分が説明するのではなく相手の話をよく聞き必要
なものを見つけることが大切なことがわかりました。
　二つ目は“影響力”です。人が言うことを聞きたく
なるための影響力が必要で、それを与えるキーマンが

早い段階で自覚してもらい、この１年間の出島地区会
を円滑に運営していくことを目的に、出島地区会の新
委員・役員主催の例会を年度当初の５月例会で行って
いました。しかし、１月役員会で「年度が始まったば
かりの５月例会では遅いのでは？」という意見があり、
では前年度の３月例会でやろうということになり、今
回の例会では出島地区会運営の周知徹底月として捉
え、毎年５月にやる例会を今回開催いたしました。
　あらかじめ４班に班分けされたテーブルで班での例
会運営をどのようにやっていくのか？何が良くて、何
が問題だったのか？会員の出席率は？返信率は？など

　３月例会は変則的な内容を取り入れました。例年、
年度はじめに新しい委員、役員に新組織の説明や新地
区会長の基本方針、または、１人１人の役割や責任を

長崎支部 浦上地区会 例会報告
日 時 3 月 25 日（水）午後 6 時 30 分
会 場 ギャラリーヘキサ

テ ー マ 自立型の人材が育つ、たった二つのこと

報 告 者 （株）マツモト　代表取締役
　松本　一孝　会員

長崎支部 出島地区会 例会報告
日 時 3 月 26 日（木）午後 6 時 30 分
会 場 サンプリエール

テ ー マ 今期を振り返り来期にどう繋げるか？

報 告 者 役員一同
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も安心だと感じました。
　また、来期より出島地区会組織の改革の件にも触れ
ました。というのも昨今の組織運営（県、支部、地区会）
の役員会や委員会では、地区会長の諸会議への参加要
請が多く、責任が過重となっている為、地区会長の成
り手が出ず、既存地区会長が続投せざるを得ない現状
がありました。そこで今回、新しい仕組みを作り、改
定したい旨を伝えました。この内容は地区会の一部規
約改定にも繋がりますので総会の承認事項といたしま
す。来期も進化した出島地区会が楽しみです。

（文責　中村　貢一）

など各班で様々な意見や提案が出されました。その内
容とまとめを各班が発表し、それをみんなで共有いた
しました。
　その中で出てきたのは「班のチーム力を上げる必要
がある！」ということで、SNS（ライン）などで日頃よ
り繋がっていれば、仲良くなれていいのでは？という
提案があり早速、ライングループを登録する班や、班
の全員をペア制にして最低どちらかは例会などに出
席するという決まりごとを作ったらどうか？そうす
ると出島地区会出席率目標５０％を超え、返信率も
１００％になるのではないか？など様々な参考になる
提案や意見が出ました。これで来期の出島地区会運営

きました。
　グループディスカッションの中では、それぞれの事
業所で抱える問題を話し合いました。会社を法人化し

　３月の例会は会員であり、弁護士である佐藤さんに
報告していただきました。
　会社経営をしていく上で従業員と経営者がお互いに
理解し、信頼し合ったいい関係で仕事をしていくこと
はどの経営者にとっても従業員にとっても理想だと思
います。しかし、最近では従業員が過酷な長時間労働
等による過労死や精神疾患に罹患したことで遺族や家
族から訴えられるケースや、時間外賃金の未払いと不
当解雇問題による従業員から訴えられたケース等、会
社と従業員との労務問題に関する様々なトラブルが各
所で起こっているとメディアを通じて耳にすることが
多くなっています。
　今回の報告では、5 つの項目（①労働時間と残業手
当、②従業員の解雇、③労災と損害賠償、④対外的な
責任、⑤弁護士費用等）に分けて労務問題に関する基
本的な知識と経営者としてどういった対処をしていけ
ばよいか、そして弁護士の費用について学ぶことがで

大村支部 例会報告
日 時 3 月19 日（木）午後 7 時
会 場 長崎インターナショナルホテル

テ ー マ
弁護士が語る経営者が知っておくべき労務
トラブル事例と解決方法
～今から始める守りの経営～

報 告 者 弁護士法人　大村綜合法律事務所
　佐藤　敬弘　会員



の立場でのお話もしていただきました。同友会に入会
したおかげで身近にそのような方がいてくださること
を非常に心強く感じたとともに、自社のことを労務の
視点でいつもと違う角度から見直すためのいいきっか
けとなりました。

（文責　橋口　仁一）

これから就業規則を作っていく中での課題、年齢の若
いアルバイトと社員の間での問題、勤務記録簿の付け
方、有給休暇の問題等、やはり身近なところでも労
務に関する問題を皆さん多く抱えていらっしゃいま
す。SNS やインターネットの普及により様々な情報
が氾濫し、誰でも簡単に真実かどうかわからない情報
をあっという間に手にすることができ、これによって
会社を相手取って訴訟すれば誰でも簡単にお金が取れ
るというような間違った方向へと向かっているという
意見がありました。また、現在の労働基準法が会社と
従業員が平等にいい関係を築いていくためのものでな
く、従業員寄りのものとなってしまっているのではな
いか、将来中小企業家同友会で新しい労働基準法を提
案することも必要なのではないかといった意見もあり
ました。グループディスカッションを通して、今後会
社と従業員双方を守るための視点での対策や備えが必
要になってくると強く感じました。
　佐藤さんには今回の例会の報告の中で、弁護士とい
う立場からのお話だけでなく、会社を経営する経営者

　まずは自己紹介です。中学を出てすぐに上京、様々
な職業を経験してお父様の経営する会社の危機を知り
帰郷しました。会社の立て直しのため決算書、帳簿を
見てみると会社は大赤字！新たな道を模索していた時
に落水さんより同友会の誘いがあって藁をもつかむ思
いで同友会に入会しました。見ること、聞くことすべ
てが新鮮でどんどん同友会にのめり込んでいきまし
た。連携を進め、今まで無かった会社の理念、ＳＷＯ

　 今 回 は、 諫 早 支 部
２ ６ 名　 他 支 部 ９ 名

（大村２名、島原６名、
佐世保１名）ゲスト：
１５名（長崎ウエスレ
ヤン大学の先生４名、
学 生 ３ 名 含 む ） 合 計
５０名が出席しての賑
やかな例会となりまし
た。
　入会して３年目とは
思えないくらい同友会
で勉強し、経験し、実

践している永吉さんの報告はテンションも高く、エ
ネルギッシュで、ぐいぐい永吉ワールドへ引き込ま
れて行きました。昨年から覚えたばかりだというパ
ワーポイントはプロでも驚く映像技術を駆使した内容
で、２００枚に及ぶパワーポイントでのプレゼンです。
ちょっと凝りすぎの感もありましたが場所、状況に
応じて内容も変更しているとのことでびっくりしま
した。

9

諫早支部 例会報告
日 時 3 月 24 日（火）午後 7 時
会 場 諫早観光ホテル　道具屋

テ ー マ
サスティナブル企業を目指して
～同友会の学びを活かした経営戦略～
～ビジョン構築から連携、そして継承へ～

報 告 者 （有）壽物産　　代表取締役
　永吉　誠　会員（島原支部）
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などでもこの理念を実践されています。
　今日、言いたかったことは「自分が住んでいる地域
は一次産業がほとんどで廃れている。何とかしたい！
地域への貢献をしたい。」グループ討論のテーマにエ
ネルギーシフトを選んだのは「多くの人に考えてもら
い、知ってもらい、仲間を増やすこと。ちょっとでも
気に留めてもらうことが重要だ。」と締めくくっても
らいました。また、同友会についての話も整然とまと
められていて、この話だけでも充分に聞き応えがあり
ました。改めて同友会は素晴らしい会だと皆さんが実
感した例会でした。

（文責　山田　康成）

Ｔ分析、経営計画書を作り上げさらに５年後、１０年
後のビジョンを立てることが出来ました。
　今年から２名の新入社員さんが入って来て自分のビ
ジョンを共有することも出来ました。同友会の活動に
も積極的に参加してどんどん吸収してきました。特に
今後の事業の柱となるペレットストーブは新潟同友会
の会員との出会いによって具現化できました。
　本日のテーマである『サスティナブル』とは？、辞
書によると「持続可能なという意味で将来の環境や次
世代の利益を損なわない範囲内で社会発展を進めよう
とする理念。」と記されています。地域や社会に貢献
するために材木から出る、おがくずを再生利用した木
質ペレットを燃料とするこのストーブの普及に努める
とのことでした。また鶏の糞から有機堆肥を作ること

感じられました。
　麺の歴史の勉強では、そうめん発祥の地である小豆
島のマラソン大会に参加して生産者との交流を深める
など活発な一面も伺えましたし、新商品の開発では全
国でも類を見ない手延ちゃんぽん麺の開発とその商品
パッケージ考案など１から開発に携わり川上製麺一押
し商品に育て上げるなど多才ぶりが伺えました。この
様な活動が奏功し、各地の特産物を使用したオリジナ
ル麺の製造依頼が来たり、商品と共に同封した御礼状
のお蔭で地元飲食店との取引が始まったりと、法人個
人を問わず取引先の拡大に繋がっているそうです。
　川上さんの報告の中で印象に残っている言葉が『「な
い物」を作り出すより「ある物」から広げていく方が
スムーズ』と言う考え方でした。島原産の材料のみで
手延麺を製造し販売するだけではなく、他の製麺業者
が作る個性があり魅力的だが販売に結びついていない
手延麺を自らが販売していこうという柔軟な考え方が
ありました。プライベートな面で言えば、家業が忙し
い中でも隙間時間やシーズンオフ期を活用し、地元イ
ベントなど多種多様な活動に参加されるなど、長崎県
下の地域振興にも大変貢献されておられます。
　今回の報告例会には川上さんのご家族が参加されて
おられ、質疑応答の最後にお父様から息子宛に一言！

『製造過程の全てを確実に修得するように！』と。事

　今年度最後となる例会は座長制で進行という支部初
の試みで開催しました。
　製麺業の盛んな地域での発表ということもあって、
同業者を含め２９名ものゲスト参加があり、総勢約
６０名が出席する例会となりました。川上さんは製麺
業の長男として生まれ、高校卒業後家業に専念され、
現在では地元を代表する製麺実業家として頑張ってお
られます。
　報告では、家業へ就いた理由が親孝行や地元愛、長
男の責任等ではなく「単なる甘え心」と自身を謙遜し
た語り口から始まりました。
　学生時代から特技でもあった PC を使ってネット
ショップを立ち上げる、製麺業の傍ら、寝る間を惜し
んで自社製品の販売に取り組んでおられるなど、川上
さんは物事に一生懸命で人以上にのめりこむタイプと

島原支部 例会報告
日 時 3 月１9 日（木）午後７時
会 場 HOTEL シーサイド島原

テ ー マ 期待を超える！
～ シンプルに考え、ベストを尽くす ～

報 告 者 川上製麺　次期後継者 ３代目 麺師
　川上　貴弘　会員
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バッジ贈呈もあり、盛会の内に終わりました。

（文責　柴田　雅史）

業承継の瞬間に立ち合えて感動しました。
　例会後の懇親会にはゲストの方も多数参加され、同
友会の中身についての意見交換や新入会員さんへの

　今回の中野さんの報告の
中で、就業規則は会社の権
限を守る為にあるという言
葉から、就業規則の重要性、
まだ就業規則をもっていな
い企業の危機感を感じるこ

とがありました。お心当たりの方は是非、中野さんに
一度ご連絡をお勧め致します。
　自身が起業するに至った過程を振り返りながら紹介
し、実際の仕事内容を質問形式で紹介する等と非常に
わかりやすい内容となりました。中でも今回の報告
テーマである「自分の人生に価値を！」というのは、
中野さんが自分自身に向けた、これから先もずっと続
いていく一つのテーマであると感じました。自分自身
を振り返り、自身の価値を高めると共に、経営者や社
員が良い環境で働き価値を高めていくことをサポート
していくことが中野さんが今後も求めていくスタイル
であると思います。
　今後、数年後に会社にするというプランも報告して
いただきましたので、応援し共に同友会で成長してい
こうと感じる例会でした。

（文責　岡本　武志）

　今年度最後となる３月例会は、佐世保市梅田町にて
社会保険労務士をされている「なかの人事労務事務所」
代表 中野さとみさんにご登壇していただきました。
　大学卒業後、財務省長崎税関に入関され、秘書係や
取締、審理という様々な経験をしていくなかで、日々
の業務に疑問を持ち「これでいいのかな」という考え
の中、退職されました。その後、法律事務所で勤務し
ていく中、スキルアップの為に取得した行政書士資格
をきっかけに、起業への道を検討されることとなりま
した。起業する前には、社会保険労務士の資格を取得
したものの、特別に何かの見込みがあるわけでもなく、
基本ゼロからのスタート。
　しかし、１年間しっかりと経営や営業の勉強をされ、
開業から２～３年目を迎えられる頃には経営もひと段
落。そして、次の方向性を模索される中、同友会と出
会い入会されました。
　報告の後半には、ご自身の社会保険労務士としての
経験の中から実際にあった質問や、労務士と行政書士
や弁護士との違い、さらには実際にあったトラブルに
ついて等と経営者である会員の方々が知りたかった情
報を簡潔にわかりやすく紹介し、非常に有意義な時間
となりました。質疑応答では、ある事例に対してアド
バイスを求めるような内容から、実際に依頼した場合
の金額について等と、もっと深く知りたい、話して欲
しいという会員の方々の社会保険労務士に対する重要
性を知るよい機会にもなりました。

佐世保支部 例会報告
日 時 3 月 20 日（金）午後 6 時 30 分
会 場 佐世保市民会館　会議室

テ ー マ 自分の人生に価値を！

報 告 者 なかの人事労務事務所　代表
　中野　さとみ　会員
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　この紙には表現できない、この一枚で終われない。
感動の一言。百聞は、一見にしかず。同友会の経営
者や社員の皆様もどうぞ行かれてください。行くこ
とができない方は、本だけでも購入されてはどうで
しょうか

●お勧めの２冊　
　生きる参考書  [ 人生の考え方、捉え方 ]。
　天国からの参考書  [ 経営道 ]。

岩本初恵社長の成功者の５つの法則

１. よくしゃべる（前向きな言葉）
２. すぐに実行する
３. 起こったことへの受け取り方を変える（非難しない）
４. 自分より相手を思う（気遣い）
５. 本気で感謝の心を持つことで開ける
　
　最後（株）愛しとーとの今年の春の新入社員会社側８
名募集に対して応募人数ナント５０００名とのこと。
東京まで会社説明の場を設けたとのことでした。
　

（文責　松永　いづみ）

　昨年１２月に岩本社長の唐津支社に訪問する機会
があり、今まで何十社も会社訪問してことはありま
したが久しぶりに感動というものを与えられた私で
した。
　本社は福岡で、地元の唐津に唐津支社工場とお食事
処（１００種類余りの健康食）がある、あのテレビコ
マ－シャルで有名なコラーゲンゼリーの会社です。
全てがおどろき、もものき、山椒のき・・・・・・・？！
①先ずは、事務所内スタッフさんのとてつもない笑顔
　と仕事ぶり。
②次に工場へ入ると工場というもののイメ－ジがあま
　りにも違い過ぎました。何がなんでも明るい！電気
　も明るいが雰囲気も明るい！
　そこで働くスタッフが気持ちよく働いてもらうのに
　電気代などなんのその！の精神。
　勿論、仕事内容の効率化は　違うところできちんと
　がっちり。
③最後に６０分の講演。岩本社長の生き方＆経営の姿
　勢だからこうなのか！と全て理解できたのです。

３月例会となりました。
　当初、５月例会を予定しておりました森崎氏の報告
を急遽３月に繰り上げさせていただいたにも関わらず
快くお引き受けいただき、また当日は海が荒れ模様で
大変な思いをされてご来島下さいました。
　特許権、商標権、知的財産権のお話しということで
最初はお堅い内容なのかなと思っておりましたが、報
告の冒頭『雪見だいふく』『いちご大福』の写真が現れ、
親しみをもって話に引き込まれていきました。時々ダ
ジャレを交えながらのお話で、いろいろな業種に活用

　まず、報告開始前に今月入会の渡 慎吾さんへ森支
部長よりバッジ贈呈が行われ、新たな会員を迎えての

北松浦支部 例会報告
日 時 3 月１0 日（火）午後７時

会 場 コラーゲンバイキングレストラン
愛しとーと（唐津）

テ ー マ 移動例会

報 告 者 （株）愛しとーと　代表取締役
　岩本　初恵　氏

五島支部 例会報告
日 時 3 月１8 日（水）午後 6 時 30 分
会 場 福江総合福祉保健センター

テ ー マ 開放特許を活用したビジネス創出

報 告 者 一般社団法人長崎県発明協会  長崎県特許流通コーディネーター
　森崎　克朗　氏
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　懇親会の場でも森崎氏は丁寧に会員の話しに耳を傾
け、たくさんのご意見を聞かせてくださいました。と
ても誠実でお優しいお人柄にふれ、長崎県発明協会ま
でも身近なものに感じられました。森崎氏に心より感
謝申し上げます。

（文責　辻　千穂子）

可能な事もわかり、まずは「やってみよう」と思うこ
とが大事であると感じました。
　その後のグループディスカッションでは『自社の強
みは何か』について意見を述べ合い、その中からも
開放特許の活用が可能ではないかと思われるものや、
新たなビジネスチャンスの可能性も見える気がしま
した。

ました。
　午後からはゲーム大会が行われ、○×クイズや綱引
きなどを行い、非常に盛り上がりました。
　綱引きでは園対抗や大人対子供などの対抗戦を行
い、大人チームが勝った際には、子供から「大人気な
い」と言われ、笑いを誘う場面もありました。１４時
過ぎに閉会のあいさつを行い、最後は、帰る際に子供
たちにお菓子を配って見送りました。
　今年はそれぞれの園の方々、会員等合わせて１００

　青年経営者会３月の例会として、２１日に唐八景公
園でハタ揚げ大会を行いました。毎年恒例になってい
るこの事業も今年で２９回目となり、今年もマリア
園、浦上養育院、明星園の子どもたちを招待して行
いました。
　当日は晴天にも恵まれ、ハタ揚げ日和の中、１０時
３０分に開会の挨拶が行われた後、一斉に子供たちが
ハタを揚げ始めました。何度も参加しているので、慣
れた手つきで高く上げている子もいれば、まだ小さい
のでうまく上げられないで苦戦している子もいました
が、子供たちはそれぞれ好きな絵柄などを書き込んだ
ハタに糸をつけて楽しそうに揚げていました。
　お昼には、会員の方に準備していただいたお弁当
と豚汁が配られ、子供たちもおいしそうに食べてい

青年経営者会 例会報告
日 時 3 月 21日（土）午前 10 時 30 分
会 場 唐八景

内 容 春一番、ハタ揚げ大会
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ともあるので、今年以上に多くの親会や他支部の会員
の方にも参加していただけるように盛り上げていきた
いと、参加した青経会員一同強く感じた３月例会とな
りました。

（文責　北川　亮）

名以上の参加がありました。また、今年もテレビ局や
新聞社からの取材があり、長年やってきているこの
活動が確実に認知されているのだなと実感しました。
　今回も、親会の方にもご参加いただき、遠くは島原
から家族と一緒に参加してくださった会員の方もおら
れましたが、来年は３０回目という節目の年というこ

会員活躍

長崎新聞 
3 月６日
島原支部

敷島　広太  会員

長
崎
新
聞 

3
月
13
日

佐
世
保
支
部

石
丸
　
文
悟  

会
員

長崎新聞 
3 月 25 日

青年経営者会

長崎新聞 
4 月 3 日

長崎支部 浦上地区会
荒木　健治 会員
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佐世保支部 総務委員会主催研修会 開催報告
ては「結婚・子育て資金の
贈与税の非課税制の創設」

「ジュニアＮＩＳＡ」などが
創設され若年層への財産の
移転などを促すための制度
が充実していく事になると
の事でした。若年層へ向け
た制度が増える事はとても
大切な事だと思います。
　３つ目のポイント「地域
活性化」に関しては「地方
拠点強化税制の設立」「ふる

さと納税の拡充」について説明され、ふるさと納税に
関しては、テレビなどで取り上げられている事もあり
盛り上がりました。結論としては、ふるさと納税は得
をするそうです。
　以上のように３つのポイントを中小企業と私たち個
人に関わりがある箇所に重点を置いて、ちょっとした
裏話などを含めながら解説をしていただきました。
　この勉強会に参加して２７年度の税制改革について
の大まかな流れが理解できとても充実した勉強会でし
た。これを機に興味がある部分をもう少し深く勉強し
たいと思います。

（文責　府川　正樹）

　３月２８日（金）佐世保支部総務委員会主催による税
制改正勉強会が、アルカス佐世保にて開催され、総務
委員長である東島税理士事務所 東島 誉志さんが講師
として、平成２７年度の税制改正について「法人実効
税率の引き下げ」「世代間の財産の移転」「地域活性化」
の３つをポイントとして解説して下さりました。
　１つ目のポイント法人実効税率の引き下げに関して
は、現在３４. ６２％なのを平成２７年度から段階的
に引き下げをし、平成２９年度以降までに２０％台に
することを目指すそうです。これは世界的にみると非
常に税率が高いので、世界基準に合わせるのが目的と
いう話でした。一方下げる所も有れば上げる所も有る
と言うことで、財政確保の観点から「欠損金繰越控除
の見直し」や、「外形標準課税の拡大」等が行われる
予定となっているそうです。「外形標準課税」につい
ては同友会でも反対運動を行っているので非常に興味
がある内容でした。
　２つ目のポイント「世代間の財産の移転」に関し

タテマエの裏に心からの叫びを記し、軍人として一機
玉砕の特攻作戦に散るしか道が無かったのではないだ
ろうか。
　戦後７０年が過ぎた現代の日本に住む我々は今、彼
らに何と応えるべきであろうか。今、彼らに恥じる生
き方をしていないか。当時彼らがどんなに願っても成
せなかった事を、今の我々は当たり前に捉えていない
か？飽食と使い捨ての現代に生かされている私達経営
者は、もっと当時に想いを馳せて国民の為に成すべき
事を成すべきである。隊士が家族と最期の時を過ごし
た富屋食堂に遺された逸話など、まだまだ書き足りな
いが（右寄りになり過ぎるので割愛）たくさんの想い
を胸に抱えて知覧を後にしました。

　事の発端は２年前の九州沖縄ブロック支部長研修会
の時、私と敷島前支部長が鹿児島の会員と意気投合し
て熱い夜を過ごした事でした。深夜まで熱く語り合っ
た末に、『今度島原から鹿児島に行くけん』と約束。中々
約束が果たせないでいた昨年末の例会で、報告者が毎
年知覧を訪れている旨と涙無しでは聞けない隊士のエ
ピソードを報告。チャンス到来！ 早速支部役員会に
諮ると有志で行くことが決定したのです。
　当日は早朝から島原外港に８名の有志が集まり、い
ざ往かん！一路知覧へ！ 特攻記念館では復元された
ゼロ戦の前で記念撮影をしたのちに入場。館内には若
くして特攻で散った少年隊士の遺書が数多く展示され
ており、それには彼らの最後の想いが、声に出せない
無念の叫びが切々と綴られておりました。
　戦略拠点が次々と撃破され続け、敗色が日増しに濃
くなる一方でも『負ける』と口に出せなかった当時、
彼らはどんな想いを胸に秘めて『不帰』の道を選んだ
のでしょうか。『負けない』為、故郷に遺す大切な家
族を守る為、戦争の無い平和な未来の為に決死の覚悟
をしたのではないだろうか。検閲が厳しい時代の中で、

島原支部 鹿児島訪問！！
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　九州タブチ流の教育プロ
グラムの姿とは、社員を甘
やかすので無く、大切にす
る事。９年間で６５０人も
外部研修に出し学びの機会
を与えたり、現場側の改善
にはチームで取組ませ手柄
は全部チームへ与える。結
果として組織の絆が深まれ
ば、個人の意識も能力も上
昇する。その恩恵として今

では危機以前よりも成長した企業に育ちましたし、ま
だまだ成長途中だともおっしゃられました。
　実際に工場内を移動すると、教育の賜か、彼等のモ
チベーションが高過ぎるのか、視界に入る全てのス
タッフさん達が挨拶と笑顔を欠かさないのです！私達
が心地よく過ごせる様にウェルカムボードや個人名で
のメッセージカードを添える等気配り心配りを欠かさ
ないのです。今回の見学も、急な申込みだったにも関
わらず快諾いただき、且つ一切の手抜き無しで余す所
なく企業概要報告から工場細部への質問に至るまで真
摯に応対をしていただきました。接客業じゃない製造
業の現場の方々に。
　これも同友会三つの目的を体現した姿なのだなーと
感心しながらお別れとなったのですが、最後も私たち
全員に地元焼酎のお土産までいただき、もう、学びに
行ったのか、おもてなしを受けに行ったのか分からな
くなる程の視察３時間でした。帰りの車中では、其々
の感想や学んだ事に花咲かせながら（５月にまた逢う
約束を胸に）島原への帰路に着きました。

（文責　永吉　誠）

　市内で鹿児島同友会会員と合流し、食事をしながら
４卓に分かれ意見交換会を開始。乾杯直後から自己紹
介、経営理念や近年の目標、自社のプレゼン、其々が
感じる鹿児島と長崎の市場情報の交換。更には各々の
ブランディングから経営戦略に至るまで垣根を外して
意見交換を行いました。名君、島津斉彬公の時代から
貿易をしているだけあって、様々な点で長崎との共通
点も多く互いに学び合いとなった、文字通りあっとい
う間の３時間でした。
　後半は会員経営のお店に移動して、本格的に鹿児島
芋焼酎を傾けながら聞き足りなかった事柄や裏話に花
を咲かせて深夜まで…。そして最後には、本年５月の
九州沖縄ブロック支部長研修会 in 鹿児島での再会と、
４年後の全研長崎大会での再会を誓って固い握手を交
わして別れました。
　翌日は先方より紹介された『（株）九州タブチ』様に
工場を見学させていただきました。先ずは会議室で事
業報告。ここは、地下水道管から家庭への給・止水栓・
接続継手やメーター機器などの、開発や設計・製造の
会社です
　１９７０年に大阪の（株）タブチが鹿児島県より誘致
を受けて自社製造工場として創業。水道普及率の急激
な上昇を背景に急成長しましたが、経営者だけが突っ
走って仕切る管理統制型経営と大ロット見込み生産で
１９９９年には深刻な経営危機に陥り、全従業員の
２５％３０人ものリストラを断行せざるを得ない状況
にまで追い込まれていたのです。そこから奇跡の V
字回復を達成した経営革新の手法とは、経営者として
の過ちを素直に認め、先ずトヨタ生産方式の徹底でロ
スを無くし、と同時に社員の自立を支援するという
１８０度スタンスを方向転換した事だそうです。

『社員の成長なくして会社の成長なし』

中同協 第２７回中小企業憲章・条例推進本部会議 参加報告
みと位置づけ、全国の同友会に憲章・条例 ( 中小企業
振興基本条例）推進運動を呼びかける ③「地方創生」
の主役でもある中小企業・小規模企業の活性化のため、
中小企業憲章・条例の具体化のための政策提言と意見
交換の場とする ④中小企業憲章・条例の具体化のた
め、行政、他団体とも連携を深める場とする等の提案
がありました。
４．中小企業振興基本条例の制定状況は、２０１５年
１月１５日現在で３１道府県、９６市１７区１１町と
なっています。
５．振興条例の取組事例報告として宮城同友会・福島
同友会より報告がありました。討論テーマ ①わが同
友会の中小企業振興条例制定・活用・見直し運動 ②
３点セット（条例・調査・振興会議）で地域を元気にす
る方法を考える。のテーマで各地同友会の取り組み状
況について活発な討議を実施しました。大林 弘道氏

　２月３日に開催された中小企業憲章・条例推進本部
会議に出席しました。
１．鋤柄中同協会長挨拶
２．２０１４年１１月より２０１５年１月までの中同
協の政策・対外活動の経過報告と外形標準課税適用拡
大反対の署名などの取り組み進捗状況報告がありまし
た。署名集約状況は、全国で３４８, ７２６件、長崎
県で８, ６９３件となっています。
３．６月「中小企業憲章・条例推進月間」をどのよう
に成功させるか。２０１５中同協中小企業憲章・条例
推進月間キックオフ集会の企画案の主旨として ①中
小企業憲章制定５周年を記念し憲章の推進状況を国政
の場で検証することにより、国会議員の認識を深めて
いただき、憲章の国会決議を含め国政での中小企業憲
章の内容実現の推進力とする。②本集会を「中小企業
憲章 ･ 条例推進月間」のスタートを宣言する取り組
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７．石渡氏から今回会議のまとめがあり閉会しました。

（文責　西尾　廣幸）

より最近の状況についてのコメントがありました。
６．第４５回全研（神奈川）及び第３回「東日本大震災
復興シンポジウム」（宮城）、第４７回総会（岩手）に
ついての実施予定報告がありました。

中同協 第２回企業連携推進協絡会 in 広島 参加報告
意見交換を行い連携するには、同友会の考え方をしっ
かり伝えていくべきではないか。連携する場合、しない
場合の基準をつくる必要があるとの意見がありました。
４．同友会紹介の英語対応について、同友会の理念な
どは英語版があるが、今後は活動内容について英語版
の対応を進めていくことを確認しました。
５．企業連携アンケート結果について、３６同友会に
企業連携や産学連携、国際連携など何らかの形で連携
の組織があること等の報告がありました。
６．各同友会から連携活動状況について報告がありま
した。
７．２社の企業見学に参加しました。
①永本建設（株） 訪問　報告：社長　永本 清三氏
　広島県産材と自然素材を使った木の家で作る注文住
宅。漁民の森運動に携わり、木質バイオマスなどエネ
ルギーシフトの実践にも取り組む事例報告と会社見学
に参加しました。
②（株）EVENTOS（イベントス） 訪問　報告 : 社長
　川中 英章氏　「人を活かす経営」や食のエンターテ
イメント（洋食飲食店、ケータリングサービス、ワイ
ンショップ、農産物の生産・加工・販売、催事の企画
運営）に取り組む事例報告と会社見学に参加しました。

（文責　西尾　廣幸）

　２月１２日開催された中同協企業連携推進連絡会
IN 広島に出席しました。
１．国際化対応と ASEAN・タイ視察・中国との連携、
小グループ設置などについて、畑野代表より提案があ
り、意見交換しました。①企業連携推進協議会内のタ
イ・ASEAN グループの設置、９月上旬の企業連携推
進連絡会のタイ開催が確認されました。
２．沖縄同友会より観光関連グループの設置ならびに
観光フォーラム開催の提案があり意見交換した結果、
①全国の観光関連についてのグループができ情報交換
できれば面白い ②テーマをもって、地域の面で対応
する観光が重要である ③海外観光客への取り組みが
必要である等の意見があり、観光関連グループの設置
が確認されました。
３．中国との連携について、三重同友会より「昨年
１１月に食品の安全・安心に関する国際会議に参加し
た。中国の貿易促進委員会と中同協との連携について
協定を締結する。中国は中同協の組織や労使見解に関
心があるようだ」との報告がありました。その後、同
友会と中国との連携について討議しました。中国の貿
易促進委員会は、貿易、知的財産権などの窓口になっ
ている。経団連やジェトロなども毎月協議している。
中同協としても連携し正式な窓口をつくったらどう
か。５月に中国から代表団が来るので、協定を結びたい。

中同協 第２回政策委員会 参加報告
死亡した場合には預金が凍結されることや相続の問題
が発生するので注意を要するとの意見がありました。
３．６月「中小企業憲章・条例推進月間」の取り組み
について、企画案の提案がありました。
４．第４５回全研（神奈川）政策関連分科会のまとめと
第４７回定時総会（岩手）政策関連分科会についての報
告がありました。
５．特別講演として、「成長戦略における小規模企業
政策の位置」について神奈川大学名誉教授 大林 弘道
氏の講演がありました。
６．「２０１６年度国の政策に対する中小企業家の要
望・提言（案）について提案がありました。①中小企業
憲章を国会決議とし、その内容を実現する ②公正な
税制の実現を ③中小企業が地域で仕事をつくりだす
ための支援の抜本的強化 ④安心して働ける社会保障・

１．３月１８日開催された中同協政策委員会に出席し
ました。２０１４年１１月より２０１５年３月までの
５ヵ月間の政策推進と憲章推進にかかる活動状況の特
徴について、①外形標準課税適用拡大を断念させた。
署名集約状況は３５８, ２０２件となっています ②日
本政策金融公庫との関係では福井同友会が１０番目の
覚書を締結し関係が深まった ③連合、ものづくり産
業労働組合で「労使見解」振興条例の理解が深まった 
④６月 2 日の憲章推進月間・キックオフ集会にむけて
のスタートを切った等の報告がありました。
２．「経営者保証に関するガイドライン」への金融
機関の対応については、すでに利用している９. ９%
利用を検討中２８. ３%「ガイドライン」を知らない
４０.６%利用する予定はない２１.２%となっている。
意見交換が行われ、契約書をよく読むこと、経営者が
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地域密着型金融に関するシンポジウム 参加報告
イオテクノロジーに集中投資を行い、音声通話ソフト
で有名な Skype が誕生したとのことです。
　最終的には、地域経済や地域社会の情勢を把握した
うえで、①魅力づくり②伝統や知識の継承③企業家精
神の継承の 3 点を地方創生への提案としてまとめられ
ました。魅力づくりではその地域の歴史、文化を理解
し、住みたい街にすること。伝統や知識の継承は、複
数の感覚器官（モダリティ）に入力された情報をまとめ
て整理し、１つの情報を形成する「クロスモーダル」
がカギになること。企業家精神の継承では周囲の人が
困難だと思う事柄をチャンス、可能性ととらえること。
この３つを心に留め、人口が減少する社会において今
何をすべきか、質的にも深い問題提起ではありますが、
同友会運動を通して自己の成長を図り、連携し地域が
よくなっているという近未来創造のために、今できる
ことを積み重ねていきたいと思います。

（文責　事務局　峰　圭太）

　３月１３日（金）、九州・沖縄ブロック事務局長会議
終了後に参加させていただきました。財務省福岡財務
支局、金融庁が主催されたシンポジウムでした。
　基調講演として「人口減少社会のキーワード」とい
うテーマで一般社団法人日本経済研究所の鍋山徹氏か
ら話をいただきました。今の経済を見るうえで「イノ
ベーション」と「リノベーション」であり、付加価値
を生み出し、その付加価値をさらに高めていくことが
大切であるということでした。産業＝労働人口×労働
生産性（付加価値／労働者数）という公式に伴い、労働
生産性を高めるうえで技術や、高付加価値というキー
ワードを教えていただきました。また日本の強みは人
的資本であり域内外の交流をとることで都市の競争力
を高めることができるとのことです。ここでまた１つ
のキーワードがあり、それは「ダイバーシティ」でし
た。往々にして「多様性」と訳されるこの言葉は、鍋
山氏の解釈では「多くを聞くこと」、つまり多くの意
見を聞くこととのことです。
　そこで得た様々な意見に対し人材育成と再分配をす
ることで成功した事例としてエストニアが挙げられま
した。エストニアでは小学校の屋根の修理をするより
生徒のためのパソコン導入を優先するという IT とバ

会議案骨子の内容について、また中同協のあり方会議
についての議論をそれぞれ行いました。
　ディスカッションを通して、前述しましたが日本経
済ビジョンや議案をしっかりと読み込み、長崎同友会
で取り組まなければならないこと、共通の意識として
持つべきものなどを、優先順位をつけて持ち帰ること
の必要性を感じています。多くの事を一気に取り掛か
ることはできませんが、過去の先輩方が少しずつ積み
重ねて来られた同友会運動を継承し、そしてまた進化
させ次へとつなぐことを再認識しました。専門的に同
友会運動の役割を担う事務局として、情報を精査し、
発信し、実現のサポートを行っていきたいと思います。
４月１日は長崎同友会初の合同入社式開催、また長崎
県の振興基本条例も施行されました。地域が活性化す
る土壌は着実にできてきていると思います。今後の長
崎同友会の発展を強く感じた２日間でした。

（文責　事務局　峰　圭太）

　３月１８日に政策委員会、１９日に常任幹事会に参
加させていただきました。政策委員会では外形標準課
税問題や経営者保証ガイドラインに対する各地同友会
の取り組み状況や６月の中小企業憲章推進月間キック
オフ集会の報告、確認を行いました。その後日本経済
ビジョン（討議資料）、２０１６年度国の政策に対する
要望・提言案についての全体意見交換会がありました。
この日本経済ビジョンと国の政策に対する要望に関し
ては長崎同友会としてはまだまだ理解度と学習が不足
している分野ですので、今後政策委員会を中心に学習
を深めていきたいと思います。神奈川大学 大林先生
から『「成長戦略」における小規模企業政策の位置』
というテーマの特別講演はこれまでの時代背景に裏打
ちされた小規模企業政策の現状をお話しいただき、ま
た１つ学ぶことができました。
　２日目の常任幹事会は一通りの議事が進行されまし
た。午後のみの開催のため、グループディスカッショ
ン時間は多くは割けませんでしたが、中同協の定時総

７．各地同友会の政策活動報告と中小企業振興基本条
例制定、地域活性化等の取り組みについて各同友会よ
り報告がありました。

（文責　西尾　廣幸）

労働環境の整備を ⑤東日本大震災からの復興を推進
し、地域密着で防災対策を進める⑥エネルギーシフト
で持続可能な社会を創造する ⑦経営者の個人保証に
よらない「ガイドライン」の活用を進めるとの要望・
提言を行うとの報告がありました。
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新入会員の皆さんです＜４月入会・復会・交代＞ （敬称略）

＜入      会＞

支 部 名 諫早支部

氏 名 北
きたじま

島　美
み ち こ

智子
企 業 名 k i k i t t o
役 職 名 代表者

企 業 住 所
〒 859-0401
諫早市多良見町化屋 709-1 セ
ンターロードビル 104 号

Ｔ Ｅ Ｌ 080-3999-4343 Ｆ Ａ Ｘ

業 種 ipad を使った介護予防脳トレーニング教室 & コラボレートショップ

企 業 Ｐ Ｒ

「頼った受け身」の介護から「積極的」な介護予防への方向
転換が必至となりつつあります。
ここでは予防介護トレーニングだけでなく、カフェ・雑貨販
売・各種文化教室・子育てママ向け教室などを主催すること
で自然と異世代交流の場としての役割も果たします。

スポンサー 杉本　誠二郎

支 部 名 長崎支部 浦上地区会

氏 名 寺
てらさわ

澤　律
り つ こ

子
企 業 名（株）西海建設
役 職 名 代表取締役

企 業 住 所 〒 850-0032
長崎市興善町 2-8

Ｔ Ｅ Ｌ 095-825-1413 Ｆ Ａ Ｘ 095-822-0645
業 種 総合建設業

企 業 Ｐ Ｒ
「豊かな未来の創造企業」として「熱意・誠意・創意」を絶
やさず地域社会の発展と自然環境との調和を目指し、技術の
会社としてお客様、地域に貢献していきます。

スポンサー 松尾　慶一

支 部 名 長崎支部 出島地区会

氏 名 副
そえじま

島　勝
まさひろ

浩
企 業 名（株）SOEJIMA
役 職 名 代表取締役

企 業 住 所 〒 850-0842
長崎市新地町 8-2

Ｔ Ｅ Ｌ 095-826-3711 Ｆ Ａ Ｘ 095-826-3788
業 種 エネルギー関連部材卸・小売

企 業 Ｐ Ｒ
九電テクノシステムズ（株）の営業代行店として各種エネルギ
ー関連の部材の卸し小売りを行っています。
生損保代理店業務も行っています。

スポンサー 岩崎　誠一

支 部 名 長崎支部 浦上地区会

氏 名 山
やまぐち

口　奈
な つ え

津江
企 業 名（同）ケアネットスクール
役 職 名

企 業 住 所 〒 850-0029
長崎市桶屋町 31-3 801

Ｔ Ｅ Ｌ 095-822-3053 Ｆ Ａ Ｘ 095-822-3053
業 種 相談業務（カウンセリング）

企 業 Ｐ Ｒ

「この先、どんなふうに進んでいけばいいかわかったら、楽
になるのになぁ」と思ったことはありませんか？
私は、様々なご相談にのってその方がより良い状況になって
いくための相談業務をしています。
経営相談、社員への鑑定、その他様々なご相談を受けていま
す。長崎を中心に熊本、大阪、東京等企業に呼ばれて、鑑定
に行っています。４年目です。
みなさまも一度、ぜひいらしてくだ さい。

スポンサー 西山　展司

支 部 名 諫早支部

氏 名 土
ど い

井　修
おさむ

企 業 名（株）愛幸苑
役 職 名 代表取締役

企 業 住 所
〒 859-0165
諫早市小長井町小川原浦
1136

Ｔ Ｅ Ｌ 0957-34-2941 Ｆ Ａ Ｘ 0957-34-3838
業 種 介護施設

企 業 Ｐ Ｒ デイサービスセンター「愛幸苑」、サービス付き高齢向け住
宅「いろり」の経営

スポンサー 杉本　誠二郎

支 部 名 諫早支部

氏 名 野
の ざ わ

澤　明
あきひこ

彦
企 業 名（有）野澤運送
役 職 名 代表取締役

企 業 住 所 〒 859-1103
雲仙市吾妻町平江名 57-2

Ｔ Ｅ Ｌ 0957-20-0208 Ｆ Ａ Ｘ 0957-20-0206
業 種 運送業
企 業 Ｐ Ｒ 経営方針　育てて育つ

スポンサー 石橋　ゆかり
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支 部 名 島原支部

氏 名 石
いしまつ

松　稔
としろう

朗
企 業 名 石松社会保険労務士事務所
役 職 名

企 業 住 所 〒 859-1411
島原市有明町大三東甲 1026-1

Ｔ Ｅ Ｌ 0957-65-9030 Ｆ Ａ Ｘ 0957-65-9050
業 種 社会保険労務士事務所
企 業 Ｐ Ｒ 働きやすい環境づくりのお手伝いをさせていただきます。

スポンサー 下田　幸徳

支 部 名 島原支部

氏 名 入
い り え

江　好
よ し み

美
企 業 名 I b r i g h t
役 職 名 代表者

企 業 住 所 〒 855-0808
島原市加美町 1026

Ｔ Ｅ Ｌ 0957-64-4211 Ｆ Ａ Ｘ 0957-64-4211
業 種 衣服小売業
企 業 Ｐ Ｒ 子供服、婦人服の小売業・委託販売業・リラクゼーション業

スポンサー 下田　幸徳

支 部 名 島原支部

氏 名 倉
くらはら

原　徹
とおる

　
企 業 名（有）くらはら
役 職 名 代表取締役

企 業 住 所 〒 859-2122
南島原市有家町大苑 761-1

Ｔ Ｅ Ｌ 0957-82-2826 Ｆ Ａ Ｘ 0957-82-8733
業 種 食料品・ガス販売・福祉
企 業 Ｐ Ｒ 地域の皆様に安心してご利用いただける企業作りに努めます。

スポンサー 池田　知謙

支 部 名 島原支部

氏 名 末
すえなが

永　義
よしくに

邦　
企 業 名 長崎そうめん　末永
役 職 名 代表者

企 業 住 所 〒 859-2205
南島原市有家町小川 497

Ｔ Ｅ Ｌ 0957-82-8643 Ｆ Ａ Ｘ 0957-82-8750
業 種 製麺業

企 業 Ｐ Ｒ 素麺を通じ地域作り、人作り。
お客様の「おいしい！」の言葉の為に日々研究中。

スポンサー 横田　耕詞

支 部 名 佐世保支部

氏 名 中
なかむら

村　耕
こ う じ

司　
企 業 名（株）フュージョン
役 職 名 代表取締役

企 業 住 所 〒 858-0913
佐世保市新田町 272-9

Ｔ Ｅ Ｌ 0956-59-6936 Ｆ Ａ Ｘ 0956-59-6937
業 種 福祉事業

企 業 Ｐ Ｒ
発達障がいを持つ子供達の為の施設、児童デイサービスを展
開しております。“遊びを学びに変える冒険空間”をコンセプト
に、様々なオリジナル遊具やソフトを利用していただけます。

スポンサー 川下　眞文

支 部 名 五島支部

氏 名 明
あかいし

石　博
ひろふみ

文
企 業 名 奈留明石センター
役 職 名 代表者

企 業 住 所 〒 853-2201
五島市奈留町浦 468-54

Ｔ Ｅ Ｌ 0959-64-4964 Ｆ Ａ Ｘ 0959-64-4964
業 種 乳類販売業
企 業 Ｐ Ｒ 皆様方の健康を願うおいしいミルク屋

スポンサー 和田　嘉毅

　会員企業の皆様で制作されたチラシを広報誌と一緒
に会員に配布するサービスを行っています。
　毎月１０日迄に事務局宛お届け下さい。発送は毎月１５
日〜２０日に行います。支部指定も出来ます。
Ａ４チラシ１枚５円です。Ａ３チラシは２枚分となります。
ご利用お待ちしております。

折込サービスのご案内投稿募集のご案内
DOYU ニュースでは会員の皆様の投稿を募集しております。
企業訪問や支部・地区会等の行事や取り組みなどご紹介下さい。
●文字数／約 500 字
●画像／歓迎します
□掲載／情報広報委員会にて選考
□投稿先／情報広報委員または同友会事務局まで
□メール／ jimu@nagasaki.doyu.jp



21

支 部 名 大村支部

氏 名 平
ひ ら の

野　旅
た び と

人
企 業 名 司法書士 平野旅人総合事務所
役 職 名 代表者

企 業 住 所 〒 856-0828
大村市杭出津 3 丁目 395-7

Ｔ Ｅ Ｌ 0957-46-6133 Ｆ Ａ Ｘ 0957-46-6134
業 種 司法書士・土地家屋調査士・行政書士

企 業 Ｐ Ｒ 不動産登記、商業登記、会社設立、相続、贈与等に伴う名義
変更等の手続きを行っております。

支 部 名 大村支部

氏 名 古
ふるいち

市　寛
ひろし

企 業 名 弁護士法人大村綜合法律事務所
役 職 名 弁護士

企 業 住 所
〒 856-0828
大村市東三城町 7-7 駅前すす
きビル 3F

Ｔ Ｅ Ｌ 0957-54-3750 Ｆ Ａ Ｘ 0957-54-3723
業 種 法律事務所

企 業 Ｐ Ｒ

大村市において３６年以上の長きにわたって法律事務所を構
えて参りました。今後とも最良の法的サービスを提供できる
よう努力して参りますので、かかえている心配事や悩み事を
お気軽にご相談ください。

支 部 名 佐世保支部

氏 名 大
おおたけやま

竹山　浩
ひろし

企 業 名（株）スマイル
役 職 名 代表取締役社長

企 業 住 所 〒 859-3241
佐世保市有福町 4204-2

Ｔ Ｅ Ｌ 0956-27-0710 Ｆ Ａ Ｘ 0956-27-0711
業 種 OA機器販売

企 業 Ｐ Ｒ 御客様第１・信用事実第１・健康第１
感謝で頑張ってます。

支 部 名 大村支部

氏 名 中
なかむら

村　康
こうすけ

祐
企 業 名（株）ナカムラ消防化学
役 職 名 代表取締役

企 業 住 所 〒 856-0042
大村市平町 1933

Ｔ Ｅ Ｌ 0957-52-1617 Ｆ Ａ Ｘ 0957-52-1623
業 種 消防ポンプ自動車製造・消防総合商社

企 業 Ｐ Ｒ 九州で唯一の消防ポンプ自動車メーカー。消防・防災の総合
メーカーとして安全・安心を通じ地域・社会へ貢献します。

スポンサー 首藤　洋一

＜交      代＞ ＜交代を伴う 復会＞

瀧川　隆　会員（長崎支部　出島地区会）

支 部 名 諫早支部

氏 名 太
お お た

田　陽
あきら

企 業 名（株）エフエム諫早
役 職 名 局長

企 業 住 所
〒 854-0061
諫早市宇都町 29-1 諫早市健
康福祉センター内

Ｔ Ｅ Ｌ 0957-27-0771 Ｆ Ａ Ｘ 0957-27-0840
業 種 ラジオ放送局

企 業 Ｐ Ｒ

私どもレインボーエフエム（エフエム諫早）は、２０００年１
月、長崎県央地域（受信可能人口約２４万人）をエリアとする
コミュニティ FM 局として開局以来、県央２市８町の各行政
機関の広報、同地域で開催される各種イベント情報、天気予
報、道路交通情報をはじめとする生活情報など、身近で役に
立つ様々な情報をお伝えしております。その他、各種番組の
企画制作・CM 制作・司会進行・アナウンス業務等も行って
います。

スポンサー 杉本　誠二郎
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●長崎支部 浦上地区会

日 時 5 月 26 日（火）午後 6 時 30 分
会 場 ギャラリーヘキサ
テ ー マ 『サスティナブル企業を目指して』

～同友会の学びを活かした経営戦略～
～ビジョン構築から連携、そして継承へ～

報 告 者 （有）壽物産　代表取締役
　永吉　誠　会員（島原支部）

●大村支部

日 時 5 月 18 日（月）午後 6 時 30 分
会 場 長崎インターナショナルホテル
テ ー マ ４０年間もの大きな戦力になってくれる人材とは

～障がい者雇用を始めて気づいた大切なこと～

報 告 者 （有）エス・ケイ・フーズ　取締役
　中村　こずえ　会員（長崎支部 出島地区会）

わが社が障がい者雇用に取り組み始めて 5 年経ちます。

その間たくさんの異業種の方と「どうしたら障がい者雇用を促進できるのか…」

と私なりに講演会等を通して啓発活動を行ってきました。しかしながら企業の参

加は少なく、思うように雇用にはつながりません。

悩んでいる中で出会ったのが同友会でした。入会してからたくさんの経営者の仲

間と出逢い、共に勉強し、共に語り合い、障がい者雇用の理解も少しずつ深まり

つつあります。

●諫早支部

日 時 5 月 20 日（月）午後 6 時 30 分
会 場 諌早観光ホテル　道具屋
テ ー マ 『圧倒的に人間関係がよくなる方法＆スタッ

フが育つ仕組み』
～私達はお客様をワクワクさせる人創り、
店創りを目指して、感動を提供する会社～

報 告 者 （株）マツモト　代表取締役
　松本　一孝　会員（長崎支部 浦上地区会）

お客様をワクワクさせようと全てのスタッフが考えて行動する会社が理想で、ス

タッフが自立型の人材になるように学び続けております。また人のやる気にスイッ

チを入れる、スイッチャだとも自称しております。

店舗視察が趣味でほとんどのスーパーを見に行きました。小売業の世界トップ 20

を見たくて、海外にも視察に行きます。学んだこととスタッフのモチベーション

と自分の行動をミックスするのが得意です。

…と、話され日本一ワクワクする会社創りを目標とされている報告者の報告です。

会員の皆様！、ワクワクされてしまいそうな報告が聞けますよ。

自社経営のヒントや新たな挑戦への活力になると思います。ゲストを含めた、た

くさんの方々のお越しをお待ちしています。

●五島支部

日 時 5 月 14 日（木）
会 場 福江総合福祉保健センター
内 容 未定
報 告 者 （有）シキシマ　代表取締役

　敷島　広太　会員（島原支部）

●青年経営者会

日 時 5 月 9 日（土）午後 6 時
会 場 老李（ラオリー）
内 容 定時総会

●長崎支部 出島地区会

日 時 5 月 20 日（水）午後 6 時
会 場 ギャラリーヘキサ
テ ー マ マジックマナー教室

～マジックで学ぶ礼儀作法～

報 告 者 オフィスドゥー　代表者
　佐々田　剛史　会員

プロのマジシャンとして起業して約 1 年半、この短期間で全国各地から依頼がか

かる程に…

子供達に対してマジックマナー教室の実施や社会的貢献も志しています。さらに

大きな夢を抱き会社経営者としての計画もあり今後の活躍が大いに期待。例会で

は飽きさせない楽しい報告と新たな「気づき」をお約束いたします。

●佐世保・北松浦支部 合同例会

日 時 5 月 15 日（金）午後 6 時 30 分
会 場 アルカス SASEBO
テ ー マ 「がん」になったからこそできる事（仮）

スナックのママがNPOを立ち上げた！

報 告 者 ラウンジ葵　代表者
　吉村　市代　会員

長崎県中小企業家同友会にも女性部が設立されました。

女性部の同友の輪の拡がりを見せる中、5 月の例会を開催します。経営者であり

ながら乳がんの早期発見、早期治療、社会復帰支援への活動を続けておられる吉

村さんのお話を伺ってみませんか。

●島原支部

日 時 5 月 18 日（月）午後７時
会 場 HOTEL シーサイド島原
テ ー マ 『感動は連鎖する！』

～感動力で壁は乗り越えられる！～

報 告 者 （有）ドリームネットワーク　代表取締役
　高光　りょうすけ　会員

20 数年前『全ての第一歩は感動により踏み出せる！』ことをベースに学びの場 ( 有 )

ドリームネットワークを設立。毎月の講師養成講座、毎週のマイアーティストス

クールを開講。年間 200 回以上の講演をこなし、真の感動は人を成長させる、夢

を本気で語る事の重要性、更には夢こそが人生を創るのだ！と熱く語り、『 感動の

力 』を伝え続ける高光さん。今回の報告では、同友会らしく経営者としての経営

体験報告に絞ってお話しいただきますので以前セミナーや講演を聞いた方でも新

鮮な内容ですし、また経営者にとって社員共育や対話力・対人力の勉強にもなる

など、様々な視点で学びが得られる事と思います。会員の皆様、お近くの経営者・

後継者さんにも参加下さいます様お声掛けお願い致します！

５月例会・総会案内
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４月理事会  議事録  抜粋
４月８日（水）　プライムステージ

開会挨拶－松尾代表理事
暑さや寒さの日が続きます。本日は期の最後の理事会ということで
ご参加に深い感謝を申し上げます。会勢も新しい仲間が増え今日の
理事会で承認をいただきますと５５８名になります。理事をはじめ
として皆様の努力の賜物です。４月１日には合同入社式が開催さ
れ、私も社員を連れて参加しました。参加した社員からも感謝され
当日の資料もあらためて社員に配布し再度勉強していただく予定で
す。今後は３回の研修ということもあり合計４回もの研修を同友会
でしていただくことにあらためて感謝します。理事の皆様も１年間
大変お疲れ様でした。来週の総会を乗り切り７００名達成に向けて
再度またよろしくお願いいたします。

杉本仲間づくり委員長総括
１年間本当にありがとうございました。期首が５５０名でどうなる
ことかと思いましたが今月しっかり増えているのでよかったと思い
ます。３月ギリギリまで増強を行ったので来期は２月を締切にする
など検討していきたいと思います。また期末になり退会者が増えて
残念です。特に会歴が長い方や先輩が退会するということが残念で
す。今年１年またよろしくお願いいたします。

（松尾代表より）
やればできるのでみなさんがんばりましょう

協議・承認事項
１）２０１５年度に向けて

●第４４回定時総会について
ホテルニュー長崎…４月１６日（木）１４：００～　会費４, ０００円
記念講演：広島同友会　求人社員共育委員長　川中 英章 氏
記念講演テーマ「人が活きる会社になりたい」
式次第案
→開始時間を１４：００、第１部にて退任・新任役員挨拶、第３部
　のイベントとして支部長（支部代表）から一言、その他新設委員
　会、仲間づくり委員会、フォーラム担当支部からの一言を設ける

■提案事項
・第１部、第２部、第３部司会、議長、議事録署名人、スローガン
　唱和、記念講演謝辞、万歳三唱者の選定について

（三役会案）
出席状況を見ながら三役会一任を提案
→三役会案を承認

●２０１４年度決算案・２０１５年度予算案について
→五島支部より wifi 契約提案を含めて、吉田財務委員長より（監査報
　告含む）
→吉田財務委員長より詳細を報告いただく

（意見として）
・通常の企業で例えるなら、売上が上がり、利益が減るようなこと
　だが会勢が伸びて財産が減っていることの要因は？ 
→吉田財務委員長より、活動費１,０００円の定率、中同協負担金、
　人件費などが考えられる
・前年との比較を記載いただくとより資料としてわかりやすいのでは
　ないか
→吉田財務委員長より、今後そのような資料の作成を検討していく

（総じて）
決算案、予算案を承認（五島支部の wifi も含めて）

●第２２回経営フォーラム実行委員長について
→井手眞悟会員を実行委員長として提案
→井手眞悟会員を承認

●２０１６年賀詞交歓会および役員研修会について
（三役会案）
・賀詞交歓会について、１月１４日（木）または１５日（金）で検 
　討。記念講演は日銀支店長を候補としてあげる。１４日はすで 
　に出島地区会・大村支部役員会、１５日は佐世保例会が年間スケ
　ジュールとして設定されているため、日程を含めて内容を各支 
　部・地区会で協議いただき次回理事会で報告・提案いただきたい

・役員研修会について
　現段階では２月２０日（土）としているが香川全研（２月１８・１９
　日）の翌日、また１月の賀詞交歓会と県の行事が連続することから
　開催時期について各支部・地区会で協議いただき、次回理事会で
　報告・提案いただきたい
→上記三役会案を承認

●経営・労務担当委員会からアンケートの実施について
→経営・労務担当委員会としては第４次ビジョン達成に向けて経営
　理念、経営指針を作成している会員を数字で把握したいと考えて
　いる。そのための取り組みとして会員全体にアンケートを実施す
　ることを提案
→経営・労務担当委員会からの提案を承認

（松尾代表より）
いい取り組みなので各支部回答への協力、呼びかけをぜひよろしく
お願いします

２）九州・沖縄ブロック　第９回支部長支部役員研修交流会について
　（５月２１・２２日（木・金）：鹿児島）

→吉澤会員事例報告（２０分）
（三役会案）
参加目標を１０名とし、プラスアルファの参加促進を提案
→上記三役会案を承認

３）相談役について
（三役会案）
規約第１３条「理事会の承認を得て相談役を置くことができます」
に伴い過去の代表理事経験者である下記の６名の方を相談役に推薦

（下記は歴代順）
泉健彦会員（長崎浦上）、永池泰典会員（長崎浦上）、松田一成会員（諫
早）、岩崎誠一会員（長崎出島）、加悦明良会員（長崎出島）、平湯湧
一会員（諫早）
※上記の方が県の相談役になっていただいた際、内規集に記載
→上記三役会案を承認。今後６名の方が相談役となる

報告・連絡事項
１）例会について（更なる例会の充実をめざして）－尾崎例会委員長

４月は総会を例会に充当する支部がほとんどです。５月、６月は県
央３支部、佐世保・北松浦、長崎の慶祝例会など合同例会が多く
なっています。例会出席率に関しては２０１３年度３９％だった数
字が２０１４年度は４０％となりました。第４次ビジョンでもある
８０％の出席率にはまだ遠く及びませんがコツコツと積み上げてい
くしかないと思います。次年度は何とか５０％の壁をクリアしたい
と思いますので各支部またあらためてよろしくお願いします。そ
の中でも今期はたびたび報告しましたが横のつながり、情報共有が
うまくいき、例えば質疑応答に関して佐世保の座長から質問して報
告者が回答するパターンなどが成功した事例、多々あったと思いま
す。今後はグループディスカッションの質を高めていきたいと思い
ますのでよろしくお願いします。

２）３/ ５・６（神奈川）全研参加報告（金井副代表・吉澤委員長・宮田
　　新政策委員長、大塚支部長・田口事務局員）

→各報告をいただく
・人を生かす経営を学ぶことができた
・非常に深い学びを得た
・大村支部では全研に照準を絞り９月ごろから共育委員長を中心に
　参加の呼びかけをおこなったため１４名もの参加ができた。３大
　大会のうち、ぜひどれかには参加し何かを感じてほしい
・初めて全国大会に参加した会員がすごく勉強になっていた。まだ
　参加したことがない会員に対する参加促進をぜひお勧めする
・夜大村支部で再度集まり、それぞれの分科会の報告をしあうこと
　で更なる学びがあったと思う

３）３/ １２・１３（福岡）九州・沖縄ブロック事務局長会議参加報告
　　（峰事務局員）

→６月の代表者会議で再度検討しその後各地同友会で議論いただく
　内容もあるのでその際にあらためて提案と報告を行う



会　員　数（３月３１日現在）
長　崎（浦上）（出島）大　村 諫　早 島　原 佐世保 北松浦 五島 合計

目標 227 127 100 67 80 50 120 40 40 624

期首 201 115 86 57 54 40 99 33 25 509

現在 198 108 90 64 63 46 111 45 23 550

退 会 者（敬称略）

会　社　名 会 員 名 支部・地区会名 入会年月

（株）井石 井 石 八 千 代 長 崎 ・ 浦 上 2011年  7月

（有）あじさい 保 坂 恵 子 長 崎 ・ 浦 上 1997年11月

（有）ビッグ・ワン 大 木 祥 子 長 崎 ・ 出 島 1988年  7月

エイジェル　長崎北支店 城 山 理 恵 長 崎 ・ 出 島 2014年  7月

ラシックスジャパン（株） 中 牟 田 喜 成 長 崎 ・ 出 島 2012年  3月

（有）ピーシーサポート長崎 小 濵 新 二 大 村 2009年  3月

（有）セキュリティヨシダ 吉 田 勝 美 佐 世 保 2003年10月

シック 岡　 一 登 志 五 島 2013年10月

吉田電機商会 吉 田 幸 子 五 島 2013年10月
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４）３/ １３（福岡）地域密着型金融シンポジウム参加報告（峰事務局員）
→キーワードはイノベーションとリノベーション。今の情勢に対し
　て必要な考え方を講演で学んだ。詳しくは広報誌を参照ください

５）３/ １８・１９（東京）中同協政策委員会および常任幹事会参加報告
（松尾代表・峰事務局員）
（松尾代表より）
通常の議題にそっての報告、決議等の後、定時総会の議案や中同協
のあり方に対する短い討論があった。私のグループでは賃上げに対
する議論もなされ、運営の議論も当然だが同友会らしく情勢や経営
の議論も必要だと感じた。今後理事会でも方法を検討していきたい
と思う

（峰事務局員より）
政策委員会から参加。中同協の規約、定時総会のあり方については
ぜひ理事の皆様はご一読いただきたい。また政策委員会の範疇では
あるが日本経済ビジョン、２０１６年度国の政策に対する要望・提
言について、内容は深いが理事の皆様は内容を熟読いただき今後の
条例施行、政策反映、振興会議においての提言などに有効活用いた
だきたい

６）３/ ２１青年経営者会ハタ揚げ大会開催について（山口青経会長）
→毎年恒例として開催。当日は１００名近くの参加をいただいた。
　マスコミも数社取材いただき掲載していただいた。来年は３０回
　目という節目なので開催を通じて同友会をしっかりとアピールし
　ていきたい

７）４/ １（大村）合同入社式開催報告（土井委員長）
→峰事務局員より代理報告。２９名の新入社員を迎えて長崎同友会
　として初の開催。司会という立ち位置から新入社員と会員である
　経営者の顔が一望できた。特に新入社員の社会人宣言では自社の
　社員が発表している時の会員の顔がイキイキとしてとても感動し
　た。今後は年３回の社員研修（入社３年未満の社員含む）を開催
　しつつ、共同求人開催に向けて土井委員長と連携していきたい。
　ご協力いただきありがとうございました

８）４/ ８（長崎）長崎新聞社との意見交換会について（永末委員長）
→長崎新聞社才木社長と意見交換会を開催。今後は互いに情報提供
　しながら中小企業の実態を掲載いただけるよう情報広報委員会で
　検討していきたい。

９）３ヵ月会費滞納者について－該当者なし

１０）その他
（町田政策委員長より）

４月１日県としての条例が施行された。長年意見交換会などを開催
してきた結果が実った形となった。振興会議の設置は見送られたが
今後意見交換会の開催などを通して施策を講じていきたいと思うの
でまた宮田新政策委員長のもとご協力よろしくお願いします

留意事項
１）２０１７年中同協役員研修会について

２）２０１９年中小企業問題全国研究集会（全研）について
ニュー長…立食１０００名、椅子８００名、分科会対応約５室
ベストウェスタン…立食１０００名、椅子９００名、分科会対応最
　　　　　　　　　 大６室
※中同協確認事項最大１０００名（上限を設ける）でも全国大会開催
　可能
→ランタンフェスティバルと日程を合わせることも検討。各ホテ 
　ル、旅行代理店等に徐々にヒアリングを開始する

決議事項確認
・３名の入会、１名の復会（交代を伴う）、９名の退会を承認
・第４４回定時総会について第１部、第２部、第３部司会、議長、
　スローガン唱和、記念講演謝辞選定を三役に一任することを承認
・２０１４年度決算案、２０１５年度予算案（五島支部のwi f iも含 
　む）を承認
・第２２回経営フォーラム実行委員長に北松浦支部井手会員の就任
　を承認
・賀詞交歓会、役員研修会について、開催時期等を各支部・地区会
　で協議し次回理事会で報告、提案することを承認
・経営・労務担当委員会からのアンケート実施についての提案を承認
・九州・沖縄ブロック支部長・支部役員研修交流会についての動員
　目標を承認
・現在相談役である島田清三郎会員（長崎出島）、金子寛道会員（長
　崎出島）の２名に加え、新たに泉健彦会員（長崎浦上）、永池泰 
　典会員（長崎浦上）、松田一成会員（諫早）、岩崎誠一会員（長崎出
　島）、加悦明良会員（長崎出島）、平湯湧一会員（諫早）の相談役就
　任を承認

※閉会挨拶の前に
退任・新任の理事の方から一言ずつ挨拶をいただいた

閉会あいさつ－辻村副代表理事
今日も長時間大変お疲れ様でした。今日は新旧理事会ということで1
年の総決算だったと思います。同友会も今後会勢を伸ばし黒字化し
ていきましょう。退任される理事の方は任期が長かった方、短かっ
た方も役が終わったからと言って会への参加から離れるのではなく
ぜひ参加いただきたいと思います。本日は大変お疲れ様でした。　

次回日程…５月７日（木）※場所未定


